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建築躯体に手を加えることなく
ICT空間を容易に構築。
現在の授業では、 固定されたテーブルに着いて一方的に話を聞く学習
ばかりではなく、 最新のICT機器を用いた授業や、 PBL※などのグループ
単位で能動的に活動するような授業が増えてきています。
そういった授業の中では、通常の 「レクチュア」 から、 グループ毎に
分かれて活動する 「グループワーク」、成果を共有・発表する 「プレゼン
テーション」 や 「ふりかえり」 といった場面の転換が必要不可欠です。
それぞれのシーンにマッチした空間セッティングへの変換が、 スムー
ズかつクイックに実現できるこれからの教室、 それが 「FUTURE 
CLASSROOM®〈フューチャークラスルーム®〉」 の考え方です。
※ PBL（Project Based Learning）：授業形態の一つで「課題解決型授業」のこと。

「フューチャークラスルーム®」は、学校関係者や企業・研究機関と
ご一緒に新しい授業スタイルの研究開発・実証実験を行える場所
として、新川本社ビル（東京都中央区）と大阪支店（大阪府大阪市）
に設置しております。ぜひ、ご来場ください。
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ごあいさつ 

 
2014 年 6 月 28 日（土）・29 日（日）に、大阪大学豊中キャンパスで日本高等教育学会

第 17 回大会を開催することになりました。 

大会に先立ちまして、会員の皆様から自由研究発表の申し込みを募りましたところ、お

かげさまで 86 件の申し込みがございました。詳しくは本プログラムをご覧いただければ

と思いますが、発表テーマも多様であり、当日の活発な討論が予想されます。また、大会

1 日目の午後に予定されている課題研究では、「高等教育研究と政策」、「日本の大学院教育

を考える(1)―第 2 期拡張期の帰結―」という 2 つの部会が開かれます。いずれも現代の

高等教育において重要な課題であり、今後の高等教育研究に対して示唆に富む発表が行わ

れます。どの部会におきましても、フロアからも積極的に討議にご参加いただければ幸い

です。 

大会 2 日目の午後には公開シンポジウム「新しい大学・大学院教育の形を考える～高度

な教養教育と専門教育の融合で何が生まれるか～」を開きます。大学改革という大きな流

れの中で、社会に有意な人材の輩出が求められている大学はどのような新しい教育を形作

ろうとしているのか、2 つの大学から新たな大学教育の事例をその背景とともにご紹介い

ただき、さらに政策からの視点と社会からの視点によって検討を行います。特に、積年の

課題である教養教育と専門教育との融合が一体何を生み出すのか、その行く末を探ること

ができればと思います。 

また、大会 2 日目の夕方には、学会主催ワークショップ「日本型 IR をどう作るか」が

開かれます。大学教育の質保証や大学経営を下支えする IR 機能が、各大学でさまざまな

形態で整備されていく中で、各組織は、同じような問題や課題に直面しているようです。

複数の大学の担当者とフロアの参加者とが、教職員ともに参加し、本音で語り合う機会と

なることが期待されます。 

どうぞ皆様のお力添えで、第 17 回大会が、今後の高等教育について考える知的刺激と

議論にみちた機会となりますことを切に希望いたします。会員の皆様の多数のご参加を、

心よりお待ちしております。 

 

 

日本高等教育学会 第 17 回大会実行委員会 

委員長  早田 幸政
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大会参加のご案内 

 

参加費   大会参加費：6,000 円 （事前振込の方は5,000 円） 

  懇親会費：  5,000 円 （事前振込の方は4,500 円） 

*会員でない方も臨時会員として参加できます。参加費は正会員と同額です。 

**シンポジウムは無料で一般に公開します。 

 

今大会では、大会参加費、懇親会費につき、事前振込みをお願いしております。大会当日も

ご参加を受付けますが、できるだけ事前振込みをご利用ください。事前振込みの場合は、大

会参加費を1000円、懇親会費を500円、それぞれ割引させていただきます。 

大会案内同封または郵便局備付けの郵便振替用紙にて、お名前、ご連絡先、費目（参加費、

懇親会費、二日目の弁当代）をご記入の上、「（加入者名）日本高等教育学会第17回大会実

行委員会（口座記号番号00970-8-273891）」に、6月13日(金)まで(延長しました)にお振込

みください。それ以降は、当日受付にてお支払いください。振替用紙は、お申込みお一人に

つき1枚をご使用ください。振込手数料は、各自でご負担ください。 

学会年会費 大会会場では、学会年会費の納入はできませんのでご了承ください。 

入場 会場及び懇親会会場への入場は、必ずネームプレートをつけて下さい。原則としてネームプ

レートのない方は入場できません。なお、ネームプレートはお帰りの際に受付にお返しくだ

さい。 

呼び出し 会場での呼び出しは行いませんのでご了承ください。 

欠席の場合 発表者が欠席する場合は、わかり次第、できるだけ早く大会実行委員会にE-mailにてお知

らせください（大会実行委員会E-mail：jaher2014@celas.osaka-u.ac.jp）。 

資料のコピー 大会実行委員会によるコピーサービスは行いません。自由研究発表用の配付資料等は各自が

必要な部数をご用意ください。 

昼食 土曜日のみ、図書館下食堂（11:00-15:00）、宙(sora)（8:30-20:00）、福利会館3階食堂

（11:00-14:00）、図書館下食品店、コミュニティストアなどがキャンパス内で営業してい

ます。 

日曜日はキャンパス内の食堂やコンビニエンスストアが営業しておらず、周辺の飲食店も極

めて限られておりますので、昼食のお弁当（1000円）の注文を受け付けます。お弁当の注文

は事前振込をもって注文とさせていただきます（大会参加費等に1000円を追加し、通信欄に

弁当を注文する旨を記載してください。）。弁当は事前に申込みをされた方のみの提供とな

りますので、ご注意ください。 

会員控室 大会期間中はA202教室が会員控室になります。会員控室にはお茶を用意しています。書籍

等の展示コーナーは、B棟2階ホールを予定しています。 

クローク  クロークはご用意しておりません。貴重品は各自管理してください。 

懇親会 28日（土）18:00～20:00、豊中キャンパス内の福利会館4階にて懇親会を開催します。是非

ご参加ください。 

喫煙場所 建物内は全面禁煙になっています。喫煙は屋外の決められた場所でお願いします。 

 
 

 
2

大会日程 

 

 6月27日（金） 

   18:00 ～ 19:00   理事会               （大阪大学会館会議室） 

 

 6月28日（土） 

9:15 ～      受 付                 （管理講義Ａ棟１Ｆピロティ） 

10:00 ～ 12:00   自由研究発表 Ⅰ     （各教室） 

12:00 ～ 13:00      課題研究Ⅰ 打ち合わせ  （A203） 

12:00 ～ 13:00      課題研究Ⅱ 打ち合わせ  （B206） 

13:00 ～ 15:00   自由研究発表 Ⅱ     （各教室） 

15:10 ～ 17:40   課題研究 

課題研究Ⅰ 

「高等教育研究と政策」     （Ｂ２１８） 

課題研究Ⅱ 

「日本の大学院教育を考える（1）―第2期拡張期の帰結―」 （Ｂ２０７） 

18:00 ～ 20:00      懇親会                       （福利会館4階） 

 

 6月29日（日） 

9:00～       受 付                 （管理講義Ａ棟１Ｆピロティ） 

9:30 ～ 11:40   自由研究発表 Ⅲ     （各教室） 

11:40 ～ 12:00      公開シンポジウム打ち合わせ (A203) 
12:00 ～ 12:40  総会打ち合わせ       (A103) 
11:40 ～ 12:40      編集委員会 打ち合わせ   (B206) 

12:40 ～ 13:10   総 会                     （大講義室） 

13:20 ～ 16:20   公開シンポジウム   

「新しい大学・大学院教育の形を考える 

～高度な教養教育と専門教育の融合で何が生まれるか～」 （大講義室） 

16:30 ～ 18:00   学会主催 IRワークショップ 

「日本型IRをどう作るか」     （Ｂ１１８） 
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tksaito
テキストボックス
事前振込は会員のみの取扱です。会員でない方は、当日に受付にて現金でお支払い下さい。
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http://www.celas.osaka-u.ac.jp/access 

大阪モノレール
柴原駅 

懇親会会場

大会会場 

理事会会場 

(大阪大学会館) 

正門

石橋門 

柴原門 

会場へのアクセス 

会場 大阪大学 全学教育推進機構（豊中キャンパス）（大阪府豊中市待兼山町1-16） 

●交通アクセス 

□ 大阪（伊丹）空港からお越しの場合 

大阪空港駅から大阪モノレールに乗り、柴原駅下車(所要時間約6分)、徒歩 約12分。 

□ 新大阪駅からお越しの場合 

新大阪駅から大阪市営地下鉄御堂筋線に乗り、千里中央駅下車、大阪モノレールに乗り換え、柴原駅下車(所要時

間約30分)、柴原駅より徒歩 約12分。 

□ 大阪・梅田駅からお越しの場合 

阪急梅田駅から阪急宝塚線に乗り、石橋駅下車(所要時間約20分)、石橋駅のいずれの改札口からも徒歩 約15分

（但し、阪大坂下から石橋門までは上り坂です）。 

または、蛍池駅下車、大阪モノレールに乗り換え、柴原駅下車(所要時間約30分)、柴原駅から徒歩 約12分。 

なお、タクシーの場合は、大阪空港からは1,500円程度、新大阪駅からは5,000円程度をみてください。 

 

●大阪大学豊中キャンパスの地図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図中、①全学教育管理・講義A棟、②全学教育講義B棟（①と②は繋がっています）、④全学教育大講義室、

の3つの建物を使用します。理事会は大阪大学会館にて、懇親会は福利会館にて行います。 

阪急石橋駅 

周辺地図 
西口、東口の両方から来

ることができます。また、

石橋阪大下交差点から石

橋門までは上り坂ですの

でご注意ください。 

柴原門ではなく 
正門から構内に 
入ることをお勧め

します。 

当日はスタッフは案内には立ち

ません。ご不明な場合は、以下

の番号にご連絡ください。

090-3356-9420 （27 日午後

～29 日のみ使用可） 
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発表者へのお願い 

●発表および質疑応答時間 

発表人数   発表時間   質疑応答時間 

1 人     15 分      5 分 

2 人     30 分      10 分 

3 人以上   40 分      10 分 

 

※全ての発表について、以下の要領で時間の目安をお知らせします。 

【1 鈴】発表終了5分前 

【2 鈴】発表終了時 

【3 鈴】質疑応答終了時 

 

●発表用機械器具 

大会会場には、プロジェクターおよびmini D-sub15ピン VGAケーブル、パソコン（Windows 7）
を用意します。当方で準備するパソコンを利用される場合は、Windows Office2003/2007形式

（.ppt/.pptx, .doc/.docx等）及びPDF (.pdf)であれば、基本的に対応可能です。発表ファイルを入

れたUSBメモリ等をご用意ください。ご自身のパソコンを利用希望の場合には必要な機器を持参

の上、発表部会開始前に動作確認をお願いいたします。なお、必ずしも対応できない場合もあるこ

とをご了承ください。 

 

司会者へのお願い 

●発表および質疑応答時間 

   予定時間を超過しないように時間管理をお願いします。 

 

●総括討論 

各セッションの最後に総括討論の時間を設けておりますが、利用できる時間はそれぞれの部会によっ

て異なっています。この時間の活用方法は司会者に一任しておりますので、臨機応変に対応していた

だきますようお願い申し上げます。 

 

〇緊急連絡先 

発表者、司会者ともに、当日に緊急の連絡をしなければならない場合には、以下の番号をご使用くだ

さい。 

大会事務局： 090-3356-9420 （6月27日午後～6月29日のみ使用可） 
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http://www.celas.osaka-u.ac.jp/access 

大阪モノレール
柴原駅 

懇親会会場

大会会場 

理事会会場 

(大阪大学会館) 

正門

石橋門 

柴原門 

会場へのアクセス 

会場 大阪大学 全学教育推進機構（豊中キャンパス）（大阪府豊中市待兼山町1-16） 

●交通アクセス 

□ 大阪（伊丹）空港からお越しの場合 

大阪空港駅から大阪モノレールに乗り、柴原駅下車(所要時間約6分)、徒歩 約12分。 

□ 新大阪駅からお越しの場合 

新大阪駅から大阪市営地下鉄御堂筋線に乗り、千里中央駅下車、大阪モノレールに乗り換え、柴原駅下車(所要時

間約30分)、柴原駅より徒歩 約12分。 

□ 大阪・梅田駅からお越しの場合 

阪急梅田駅から阪急宝塚線に乗り、石橋駅下車(所要時間約20分)、石橋駅のいずれの改札口からも徒歩 約15分

（但し、阪大坂下から石橋門までは上り坂です）。 

または、蛍池駅下車、大阪モノレールに乗り換え、柴原駅下車(所要時間約30分)、柴原駅から徒歩 約12分。 

なお、タクシーの場合は、大阪空港からは1,500円程度、新大阪駅からは5,000円程度をみてください。 

 

●大阪大学豊中キャンパスの地図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図中、①全学教育管理・講義A棟、②全学教育講義B棟（①と②は繋がっています）、④全学教育大講義室、

の3つの建物を使用します。理事会は大阪大学会館にて、懇親会は福利会館にて行います。 

阪急石橋駅 

周辺地図 
西口、東口の両方から来

ることができます。また、

石橋阪大下交差点から石

橋門までは上り坂ですの

でご注意ください。 

柴原門ではなく 
正門から構内に 
入ることをお勧め

します。 

当日はスタッフは案内には立ち

ません。ご不明な場合は、以下

の番号にご連絡ください。

090-3356-9420 （27 日午後

～29 日のみ使用可） 
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発表者へのお願い 

●発表および質疑応答時間 

発表人数   発表時間   質疑応答時間 

1 人     15 分      5 分 

2 人     30 分      10 分 

3 人以上   40 分      10 分 

 

※全ての発表について、以下の要領で時間の目安をお知らせします。 

【1 鈴】発表終了5分前 

【2 鈴】発表終了時 

【3 鈴】質疑応答終了時 

 

●発表用機械器具 

大会会場には、プロジェクターおよびmini D-sub15ピン VGAケーブル、パソコン（Windows 7）
を用意します。当方で準備するパソコンを利用される場合は、Windows Office2003/2007形式

（.ppt/.pptx, .doc/.docx等）及びPDF (.pdf)であれば、基本的に対応可能です。発表ファイルを入

れたUSBメモリ等をご用意ください。ご自身のパソコンを利用希望の場合には必要な機器を持参

の上、発表部会開始前に動作確認をお願いいたします。なお、必ずしも対応できない場合もあるこ

とをご了承ください。 

 

司会者へのお願い 

●発表および質疑応答時間 

   予定時間を超過しないように時間管理をお願いします。 

 

●総括討論 

各セッションの最後に総括討論の時間を設けておりますが、利用できる時間はそれぞれの部会によっ

て異なっています。この時間の活用方法は司会者に一任しておりますので、臨機応変に対応していた

だきますようお願い申し上げます。 

 

〇緊急連絡先 

発表者、司会者ともに、当日に緊急の連絡をしなければならない場合には、以下の番号をご使用くだ

さい。 

大会事務局： 090-3356-9420 （6月27日午後～6月29日のみ使用可） 
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大会会場一覧 

 

 

6月28日（土）  

  9:15～ 

  受付 

  10:00～12:00 
  自由研究発表Ⅰ 

Ａ３０１ Ⅰ－１部会 研究・産学連携 

Ｂ３０７ Ⅰ－２部会 ＩＣＴ利用・遠隔教育 

Ａ２０１ Ⅰ－３部会 入学・高大接続 

Ｂ２０７ Ⅰ－４部会 財政・財務 

Ｂ２０８ Ⅰ－５部会 ＩＲ 

Ｂ２１８ Ⅰ－６部会 大学経営Ⅰ 

 

 

  13:00～15:00 
  自由研究発表Ⅱ 

Ａ３０１ Ⅱ－１部会 大学教員 

Ｂ３０７ Ⅱ－２部会 国際化Ⅰ 

Ａ２０１ Ⅱ－３部会 学生支援 

Ｂ２０７ Ⅱ－４部会 教養教育 

Ｂ２０８ Ⅱ－５部会 質保証Ⅰ 

Ｂ２１８ Ⅱ－６部会 大学経営Ⅱ 

 

 

  15:10～17:40 
  課題研究  

Ｂ２１８ （Ⅰ）高等教育研究と政策 

 

Ｂ２０７ （Ⅱ）日本の大学院教育を考える（1） 

―第2期拡張期の帰結― 

 

  18:00～20:00 
福利会館４Ｆ食堂 懇親会 
 

 

 

 

 

 

 

6月29日（日） 

  9:00～ 

  受付 

  9:30～11:40 
  自由研究発表Ⅲ 

Ａ３０１ Ⅲ－１部会 ＦＤ・ＳＤ 

Ｂ３０７ Ⅲ－２部会 国際化Ⅱ 

Ａ２０１ Ⅲ－３部会 就職・卒業生 

Ｂ２０７ Ⅲ－４部会 政策 

Ｂ２０８ Ⅲ－５部会 質保証Ⅱ 

Ｂ２１８ Ⅲ－６部会 大学評価 

Ｂ１０７ Ⅲ－７部会 学生 

 

  12:40～13:10 
大講義室  総会 
 
 

  13:20～16:20 
  公開シンポジウム 

 新しい大学・大学院教育の形を考える 

大講義室 ～高度な教養教育と専門教育の融合で 

 何が生まれるか～ 
 

  16:30～18:00 
  ワークショップ 

 学会主催IRワークショップ 

Ｂ１１８ 日本型IRをどう作るか 
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大会会場の地図 
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大会会場一覧 

 

 

6月28日（土）  

  9:15～ 

  受付 

  10:00～12:00 
  自由研究発表Ⅰ 

Ａ３０１ Ⅰ－１部会 研究・産学連携 

Ｂ３０７ Ⅰ－２部会 ＩＣＴ利用・遠隔教育 

Ａ２０１ Ⅰ－３部会 入学・高大接続 

Ｂ２０７ Ⅰ－４部会 財政・財務 

Ｂ２０８ Ⅰ－５部会 ＩＲ 

Ｂ２１８ Ⅰ－６部会 大学経営Ⅰ 

 

 

  13:00～15:00 
  自由研究発表Ⅱ 

Ａ３０１ Ⅱ－１部会 大学教員 

Ｂ３０７ Ⅱ－２部会 国際化Ⅰ 

Ａ２０１ Ⅱ－３部会 学生支援 

Ｂ２０７ Ⅱ－４部会 教養教育 

Ｂ２０８ Ⅱ－５部会 質保証Ⅰ 

Ｂ２１８ Ⅱ－６部会 大学経営Ⅱ 

 

 

  15:10～17:40 
  課題研究  

Ｂ２１８ （Ⅰ）高等教育研究と政策 

 

Ｂ２０７ （Ⅱ）日本の大学院教育を考える（1） 

―第2期拡張期の帰結― 

 

  18:00～20:00 
福利会館４Ｆ食堂 懇親会 
 

 

 

 

 

 

 

6月29日（日） 

  9:00～ 

  受付 

  9:30～11:40 
  自由研究発表Ⅲ 

Ａ３０１ Ⅲ－１部会 ＦＤ・ＳＤ 

Ｂ３０７ Ⅲ－２部会 国際化Ⅱ 

Ａ２０１ Ⅲ－３部会 就職・卒業生 

Ｂ２０７ Ⅲ－４部会 政策 

Ｂ２０８ Ⅲ－５部会 質保証Ⅱ 

Ｂ２１８ Ⅲ－６部会 大学評価 

Ｂ１０７ Ⅲ－７部会 学生 

 

  12:40～13:10 
大講義室  総会 
 
 

  13:20～16:20 
  公開シンポジウム 

 新しい大学・大学院教育の形を考える 

大講義室 ～高度な教養教育と専門教育の融合で 

 何が生まれるか～ 
 

  16:30～18:00 
  ワークショップ 

 学会主催IRワークショップ 

Ｂ１１８ 日本型IRをどう作るか 
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大会会場の地図 
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自由研究発表Ⅰ 6 月 28 日（土） 10:00-12:00 
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Ⅰ－３部会 Ａ２０１ 
 

入学・高大接続 

 
司会： 荒井 克弘（大学入試センター） 朴澤 泰男（一橋大学） 

 

10:00-10:20 職業人の大学院入学に向けての阻害要因乗り越え過程 

  －K大学専門職大学院生へのインタビュー調査から－ 

 ○出相 泰裕（大阪教育大学） 

 

10:20-10:40 ユニバーサル時代における高大教育接続の在り方を考える 

 ○深堀 聰子（国立教育政策研究所） 

 

10:40-11:00 ドイツの大学入学資格（アビトゥーア）をめぐる変化と大学への影響 

 ○吉川 裕美子（大学評価・学位授与機構） 

 

11:00-11:20 大学生の奨学金受給行動とその要因に関する研究 －関西３大学での面接調査から－ 

 ○西尾 亜希子（武庫川女子大学） 

 

11:20-11:40 大学『入学案内』における就職情報の位置づけ 

 ○長尾 由希子（聖カタリナ大学） 

 

 

Ⅰ－４部会 Ｂ２０７ 
 

財政・財務 

 
司会： 浦田 広朗（名城大学） 田中 敬文（東京学芸大学） 

 

10:00-10:20 米国高等教育機関における教育コスト情報活用の実態 

 ○水田 健輔（東北公益文科大学） 

 

10:20-10:40 国立大学法人（国立大学）の授業料免除政策について －平成24年度データを踏まえて－ 

 ○鳥居 聖（桜美林大学） 

 

10:40-11:00 日本国立大学における業績の資源配分への反映ルールの再構築 

 ○張 慧嫺（早稲田大学） 

 

11:00-11:20 法人化による公立大学の変容 －財務面への影響に着目して－ 

 ○菊池 芳明（横浜市立大学） 

 

11:20-11:40 イギリスにおける高等教育改革の動向 －2006年と2012年の授業料と学生支援改革を中心に－ 

 ○小林 雅之（東京大学） 

 

 

自由研究発表Ⅰ 6 月 28 日（土） 10:00-12:00 
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Ⅰ－１部会 Ａ３０１ 
 

研究・産学連携 

 
司会： 塚原 修一（関西国際大学） 林 隆之（大学評価・学位授与機構） 

 

10:00-10:20 チェコ大学における産学連携・学術交流の動向 

○石倉 瑞恵（石川県立大学） 

 

10:20-10:40 中国の高等職業教育における個別企業と学校の連携状況と課題 

 ○亀野 淳（北海道大学） 

 

10:40-11:00 研究データの公開と学問的誠実性 

  －英国イースト・アングリア大学気候研究部門のメール流出事件を参考に－ 

 ○田中 正弘（弘前大学）  

 

11:00-11:20 マーケティングデータに基づく自然科学・生命科学系学術誌に関する威信構造の分析 

  －ディシプリン・研究領域別の比較とその特徴－ 

 ○白川 展之（新エネルギー・産業技術総合開発機構） 

 ＊林 和弘（非会員：科学技術・学術政策研究所） 

 ＊古川 貴雄（非会員：科学技術・学術政策研究所） 

 

11:20-11:40 わが国の研究大学の階層構造の変化 

 ○山崎 博敏（広島大学） 

 

Ⅰ－２部会 Ｂ３０７ 
 

ICT 利用・遠隔教育 
 

司会： 吉田 文（早稲田大学） 黄 梅英（尚絅学院大学） 

 

10:00-10:20 デジタル化時代における高等教育を考える －MOOCを契機として変わるキャンパス教育－ 

 ○船守 美穂（東京大学） 

 

10:20-10:40 マルチリテラシー時代における大学図書館と職員の役割 

  －教育・研究の高度化と教員の負担軽減を目指して－ 

 ○梅澤 貴典（中央大学） 

 

10:40-11:00 オンライン授業の国際動向 －米日中の比較分析－ 

 ○苑復傑（放送大学） 

 

11:00-11:20 レスポンスアナライザ（授業応答システム）にスマートフォンを活用した授業改善の試行と学習成果 

 ○武田 直仁（名城大学） ＊小林 建太郎（非会員：デジタル・ナレッジ） 

 

11:20-11:40 スクーリング（面接授業）の変化から見る大学通信教育の変容と変質 

 ○鈴木 克夫（桜美林大学） 
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Ⅰ－３部会 Ａ２０１ 
 

入学・高大接続 

 
司会： 荒井 克弘（大学入試センター） 朴澤 泰男（一橋大学） 

 

10:00-10:20 職業人の大学院入学に向けての阻害要因乗り越え過程 

  －K大学専門職大学院生へのインタビュー調査から－ 

 ○出相 泰裕（大阪教育大学） 

 

10:20-10:40 ユニバーサル時代における高大教育接続の在り方を考える 

 ○深堀 聰子（国立教育政策研究所） 

 

10:40-11:00 ドイツの大学入学資格（アビトゥーア）をめぐる変化と大学への影響 

 ○吉川 裕美子（大学評価・学位授与機構） 

 

11:00-11:20 大学生の奨学金受給行動とその要因に関する研究 －関西３大学での面接調査から－ 

 ○西尾 亜希子（武庫川女子大学） 

 

11:20-11:40 大学『入学案内』における就職情報の位置づけ 

 ○長尾 由希子（聖カタリナ大学） 

 

 

Ⅰ－４部会 Ｂ２０７ 
 

財政・財務 

 
司会： 浦田 広朗（名城大学） 田中 敬文（東京学芸大学） 

 

10:00-10:20 米国高等教育機関における教育コスト情報活用の実態 

 ○水田 健輔（東北公益文科大学） 

 

10:20-10:40 国立大学法人（国立大学）の授業料免除政策について －平成24年度データを踏まえて－ 

 ○鳥居 聖（桜美林大学） 

 

10:40-11:00 日本国立大学における業績の資源配分への反映ルールの再構築 

 ○張 慧嫺（早稲田大学） 

 

11:00-11:20 法人化による公立大学の変容 －財務面への影響に着目して－ 

 ○菊池 芳明（横浜市立大学） 

 

11:20-11:40 イギリスにおける高等教育改革の動向 －2006年と2012年の授業料と学生支援改革を中心に－ 

 ○小林 雅之（東京大学） 
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Ⅰ－１部会 Ａ３０１ 
 

研究・産学連携 

 
司会： 塚原 修一（関西国際大学） 林 隆之（大学評価・学位授与機構） 

 

10:00-10:20 チェコ大学における産学連携・学術交流の動向 

○石倉 瑞恵（石川県立大学） 

 

10:20-10:40 中国の高等職業教育における個別企業と学校の連携状況と課題 

 ○亀野 淳（北海道大学） 

 

10:40-11:00 研究データの公開と学問的誠実性 

  －英国イースト・アングリア大学気候研究部門のメール流出事件を参考に－ 

 ○田中 正弘（弘前大学）  

 

11:00-11:20 マーケティングデータに基づく自然科学・生命科学系学術誌に関する威信構造の分析 

  －ディシプリン・研究領域別の比較とその特徴－ 

 ○白川 展之（新エネルギー・産業技術総合開発機構） 

 ＊林 和弘（非会員：科学技術・学術政策研究所） 

 ＊古川 貴雄（非会員：科学技術・学術政策研究所） 

 

11:20-11:40 わが国の研究大学の階層構造の変化 

 ○山崎 博敏（広島大学） 

 

Ⅰ－２部会 Ｂ３０７ 
 

ICT 利用・遠隔教育 
 

司会： 吉田 文（早稲田大学） 黄 梅英（尚絅学院大学） 

 

10:00-10:20 デジタル化時代における高等教育を考える －MOOCを契機として変わるキャンパス教育－ 

 ○船守 美穂（東京大学） 

 

10:20-10:40 マルチリテラシー時代における大学図書館と職員の役割 

  －教育・研究の高度化と教員の負担軽減を目指して－ 

 ○梅澤 貴典（中央大学） 

 

10:40-11:00 オンライン授業の国際動向 －米日中の比較分析－ 

 ○苑復傑（放送大学） 

 

11:00-11:20 レスポンスアナライザ（授業応答システム）にスマートフォンを活用した授業改善の試行と学習成果 

 ○武田 直仁（名城大学） ＊小林 建太郎（非会員：デジタル・ナレッジ） 

 

11:20-11:40 スクーリング（面接授業）の変化から見る大学通信教育の変容と変質 

 ○鈴木 克夫（桜美林大学） 
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Ⅱ－１部会 Ａ３０１ 
 

大学教員 

 
司会： 夏目 達也（名古屋大学） 岩田 弘三（武蔵野大学） 

 

13:00-13:20 大学教員の教育活動と研究活動の補完性に関する分析  

  －大規模私立大学におけるケーススタディ－ 

 ○中島 英博（名城大学） 

 

13:20-13:40 ボーダーフリー大学教員の大学教授職に対する認識 －「教育志向の教員」の再検討－ 

 ○葛城 浩一（香川大学） 

 

13:40-14:00 「内外協力による大学運営」 ―現代中国の模索― 

 ○李 尚波（桜美林大学） 

 

14:00-14:50 変貌する世界の大学教授職(1)－教育・研究活動とキャリアを中心として－ 

 ○有本 章（くらしき作陽大学） 〇大膳 司（広島大学） ○木本 尚美（県立広島大学） 

 黄 福涛（広島大学）  米澤 彰純（名古屋大学）  藤村 正司（広島大学） 

 村澤 昌崇（広島大学）  島 一則（広島大学）  福留 東土（東京大学） 

 

 

Ⅱ－２部会 Ｂ３０７ 
 

国際化Ⅰ 

 
司会： 杉本 均（京都大学） 大森 不二雄（首都大学東京） 

 
13:00-13:20 中国大学生の学習行動の構造に関する研究  

 ○鮑 威（北京大学） 

 

13:20-13:40 中国人留学生が日本留学を決める要因に関する研究－Push-and-Pull モデルに基づいて－ 

 ○李 敏（信州大学） 

 

13:40-14:00 日韓両国における中国人留学生獲得競争 

 ○有澤 尚志（文部科学省） 

 

14:00-14:20 博士課程に在籍する留学生の学業上のディスエンゲージメント経験と、彼らが描く 

キャリアビジョンのかかわり －フィンランドの大学の生物学分野の場合－ 

 ○櫻井 勇介（University of Helsinki） ＊Virtanen Viivi（非会員：University of Helsinki） 

 ＊Pyhältö Kirsi（非会員：University of Helsinki） ＊Lindblom-Ylänne Sari（非会員：University of Helsinki） 
 

14:20-14:40 地方における教育の国際化の推進 

 ○佐藤 由利子（東京工業大学） 
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Ⅰ－５部会 Ｂ２０８ 
 

ＩＲ 

 
司会： 山本 眞一（桜美林大学） 中井 俊樹（名古屋大学） 

 

10:00-10:20 大学評価におけるQuality Assuranceと Institutional Effectivenessの日米比較 

 ○小湊 卓夫（九州大学） 嶌田 敏行（茨城大学） 

 

10:20-10:40 米国の中規模州立大学の IRオフィスおよび国立大学の評価 

  －IR部署における業務の現状と今後の展開に関する一考察－ 

 ○嶌田 敏行（茨城大学） ＊藤原 宏司（非会員：ベミジ州立大学（ミネソタ州立大学機構）） 

 浅野 茂（大学評価・学位授与機構） ＊大野 賢一（非会員：鳥取大学） 

 関 隆宏（新潟大学）  小湊 卓夫（九州大学） 土橋 慶章（神戸大学） 

 ＊本田 寛輔（非会員：メイン州立大学アーガスタ校） 

 

10:40-11:00 金沢工業大学における法人・教員・職員協同型 IRシステムの現況と課題 

  －個別修学指導から教育課程の適正化に向けて－  

 ○西村 秀雄（金沢工業大学） 

 

11:00-11:50 質保証に向けた IRの役割 －日米比較の視点から－  

〇森 利枝（大学評価・学位授与機構）  小林 雅之（東京大学） 

 浅野 茂（大学評価・学位授与機構） 〇山田 礼子（同志社大学） 

 〇劉 文君（東洋大学） 

 

Ⅰ－６部会 Ｂ２１８ 
 

大学経営Ⅰ 

 
司会： 田中 義郎（桜美林大学） 島 一則（広島大学）  

 

10:00-10:20 フランスにおける大学の組織運営 

 ○白鳥 義彦（神戸大学） 

 

10:20-10:40  フィンランドの大学ガバナンス －法人化・財団化後の変化に着目して－ 

 ○渡邊 あや（国立教育政策研究所） 

 

10:40-11:00 大学経営研究のアポリアとしての脱制度化  

 ○平塚 力（京都文教大学） 

 

11:00-11:20 大学におけるガバナンスと経営効率との関係性の実証研究 

 ○宮嶋 恒二（京都学園大学）  山崎 その（京都外国語大学） ＊伊多波 良雄（非会員：同志社大学） 

 

11:20-11:40 大学マネジメントにおける職群間の相互作用に関する研究枠組み 

 ○山本 清（東京大学） 
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Ⅱ－５部会 Ｂ２０８ 
 

質保証Ⅰ 

 
司会： 工藤 潤（大学基準協会） 森 利枝（大学評価・学位授与機構） 

 

13:00-13:20 履修単位の上限設定 －単位制度の実質化への貢献－ 

 ○串本剛（東北大学） 

 

13:20-13:40 博士課程教育リーディングプログラムにおける人物評価指標ならびに評価システムの開発 

 ○平井 啓（大阪大学）  標葉 靖子（大阪大学） ＊平田 收正（非会員：大阪大学） 

 ＊藤田 喜久雄（非会員：大阪大学） 

 

13:40-14:00 博士課程教育リーディングプログラムにおける自己評価システムの開発 

 ○標葉 靖子（大阪大学）  平井 啓（大阪大学） ＊平田 收正（非会員：大阪大学） 

 ＊瀬戸山 晃一（非会員：大阪大学） ＊西森 年寿（非会員：大阪大学） 

 ＊藤田 喜久雄（非会員：大阪大学） 

 

14:00-14:40 アメリカ高等教育におけるRubricを活用した評価の動向と日本への適用可能性と課題 

○濱名 篤（関西国際大学） ○塚原 修一（関西国際大学） ＊藤木 清（非会員：関西国際大学） 

 

 
 
Ⅱ－６部会 Ｂ２１８ 
 

大学経営Ⅱ 

 
司会： 山本 清（東京大学） 水田 健輔（東北公益文科大学） 

 

13:00-13:20 学校法人のガバナンスに関する基礎的研究  

 ○村上 孝弘（龍谷大学） 

 

13:20-13:40 私立大学の管理運営に関する実証的研究 －非公式的側面に着目して－ 

 ○前田 一之（広島大学） 

 

13:40-14:00 大学を設置する学校法人の組織特性 －寄附行為の分析－ 

 ○小林 武夫（産業能率大学） 

 

14:00-14:40 PPMの概念を組み入れた大学経営事業戦略モデル 

  ○小原  一仁（玉川大学） ○大山 篤之（ニッセイ基礎研究所） 
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Ⅱ－３部会 Ａ２０１ 
 

学生支援 

 
司会： 岩永 雅也（放送大学） 大多和 直樹（帝京大学） 

 

13:00-13:20 戦後初期における学生支援の展開 

 ○蝶 慎一（東京大学） 

 

13:20-13:40 高等教育政策課題としての障害学生への合理的配慮 

  －「障害者差別解消法」の平成28年4月施行に向けて－ 

 ○青野 透（金沢大学） 

 

13:40-14:00 大学図書館における学生アシスタントに関する研究－アメリカの大学図書館調査から－ 

 ○溝上 智恵子（筑波大学） ○呑海 沙織（筑波大学） 

 

14:00-14:50 学生支援の最新動向と今後の展望 

  －日本学生支援機構「大学等における学生支援の取組状況に関する調査（平成25年度）」の結果から－ 

 ○川島 啓二（国立教育政策研究所） ○橋場 論（福岡大学）  

 ○小島 佐恵子（玉川大学） ○望月 由起（お茶の水女子大学）  ○沖 清豪（早稲田大学） 

 ○小貫 有紀子（大阪大学） 

 

 

Ⅱ－４部会 Ｂ２０７ 
 

教養教育 

 
司会： 江原 武一（立命館大学） 吉田 香奈（広島大学） 

 

13:00-13:20 現代日本における教養系学部の類型 

 ○栗原 郁太（玉川大学） 

 

13:20-13:40 カリフォルニア大学バークレー校のリベラル教育  

  －幅広さと豊かさを求めるアプローチ－ 

 ○長野 公則（東京大学大学院） 

 

13:40 -14:00 マス型高等教育段階における教育モデルに関する研究 

  －アメリカとイギリス大学でのケーススタディ－ 

 ○黄 梅英（尚絅学院大学） 

 

14:00-14:20 学士課程カリキュラムにおけるクリティカルシンキングの育成とその評価 

 ○久保田 祐歌（愛知教育大学） 

 

14:20～14:40 3・11を経験した工学高等教育の課題 －工学リベラルアーツの可能性－ 

○黒田 光太郎（名城大学大学院） 
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Ⅱ－４部会 Ｂ２０７ 
 

教養教育 

 
司会： 江原 武一（立命館大学） 吉田 香奈（広島大学） 

 

13:00-13:20 現代日本における教養系学部の類型 

 ○栗原 郁太（玉川大学） 
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Ⅲ－３部会 Ａ２０１ 
 

就職・卒業生 

 
司会： 小杉 礼子（労働政策研究・研修機構） 稲永 由紀（筑波大学） 

 

9:30-9:50 大学の「卒業生事業」実施をめぐる促進要因と阻害要因 

 ○大川 一毅（岩手大学） 嶌田 敏行（茨城大学） 西出 順郎（岩手県立大学） 

 山下 泰弘（山形大学） 

 

9:50-10:10 大学における就職支援の効率性評価 

○山崎 その（京都外語大学） 宮嶋 恒二（京都学園大学） ＊伊多波 良雄（非会員：同志社大学） 

 

10:10-10:30 学生の主体的な学修を通じたグローバルキャリアの展望 

  －学生の主体的な学修を喚起する初年次キャリア教育を目指して－ 

 ○江原 昭博（関西学院大学） 

 

10:30-11:20 人文科学系学士課程教育の成果：学習院大学卒業生調査の結果から 

○篠田 雅人（学習院大学） ○日下田 岳史（大正大学） ○谷村 英洋（立教大学） 

○中世古 貴彦（(独)国立美術館） ＊小島 和男（非会員：学習院大学） 

 

 

 

Ⅲ－４部会 Ｂ２０７ 
 

政策 

 
司会： 池田 輝政（名城大学） 羽田 貴史（東北大学） 

 

 9:30-9:50 大学院大学の設置形態に関する一考察 －大学院生調査等を参照しながら－ 

○林 透（山口大学） 

 

9:50-10:10 国立大学理学系学部の拡大と改組 －地球科学系学科と環境冠学科の設置メカニズム－ 

 ○内山 弘美（東京大学大学院） 

 

10:10-10:30 大学院・社会人段階の人材育成の方向性に関する比較分析 

 ○柴山 盛生（放送大学） 

 

10:30-10:50 法律政策に基づく角度からみた大学情報公開研究 

 ○劉 慶紅（立命館大学） 

 

10:50-11:10 輿論と政策形成  

 ○小方 直幸（東京大学） 
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Ⅲ－１部会 Ａ３０１ 
 

ＦＤ・ＳＤ 

 
司会： 大塚 雄作（大学入試センター） 加藤 かおり（新潟大学） 

 

9:30-9:50 英国の大学職員養成に関する研究 －日米との比較の視点より－ 

 ○高野 篤子（大正大学） 

 

9:50-10:10 段階別にみたプレFDの特徴とその目的 

 ○田口 真奈（京都大学） ＊田中 一孝（非会員：京都大学） 

 ＊畑野 快（非会員：京都大学） 

 

10:10 -10:30 なぜ新人の能力に満足できないのか？ 

  －国公私立大学職員に関する人事アンケート調査から－ 

 ○木村 弘志（一橋大学） 

 

10:30 -11:10 ドイツにおける教授法センターの変遷と現状 

 ○吉永 契一郎（東京農工大学） ○堀井 祐介（金沢大学）  津田 純子（新潟大学） 

 中島 英博（名城大学） 

 
 
Ⅲ－２部会 Ｂ３０７ 
 

国際化Ⅱ 

 
司会： 杉本 和弘（東北大学） 大佐古 紀雄（育英短期大学） 

 

9:30-10:10 人材流動化時代の大学改革 

 ○松塚 ゆかり（一橋大学） ○大場 淳（広島大学）  苑復傑（放送大学） 

 深堀 聰子（国立教育政策研究所） ＊北川 文美（非会員：University of Manchester） 

 ＊Adelman Clifford（非会員：Institute for Higher Education Policy） 

 ＊Myagmar Ariuntuya（非会員：一橋大学） ＊布川 あゆみ（非会員：一橋大学） 

 ＊李 承赫（非会員：一橋大学） 

 

10:10-10:30 国内主要大学における国際バカロレア修了者受け入れの現状 

 ○津川 万里（大阪大学） 石倉 佑季子（大阪大学） 

 

10:30 -10:50 英語学位取得プログラムによる高等教育の国際化 

 ○石倉 佑季子（大阪大学） 

 

10:50-11:30 変貌する世界の大学教授職(2) －国際化を中心として－ 

 ○黄 福涛（広島大学） ○米澤 彰純（名古屋大学） 有本 章（くらしき作陽大学） 

 大膳 司（広島大学） 木本 尚美（県立広島大学） 藤村 正司（広島大学） 

 村澤 昌崇（広島大学） 島 一則（広島大学） 福留 東土（東京大学） 
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Ⅲ－7 部会 Ｂ１０７ 
 

学生 

 
司会： 米谷 淳（神戸大学） 沖 裕貴（立命館大学） 

 

9:30-9:50 新入生調査(JFS)2013年による学生類型化の試み 

  －高等教育における学生類型の新展開－ 

 ○相原 総一郎（愛知教育大学） 

 

9:50-10:10 昭和女子大学社会人メンター制度の概要と学生参加状況  

 ○小森 亜紀子（昭和女子大学） 

 

10:10-10:30 米国研究大学と連携した学生経験調査 

  －Student Experience Survey in Research Universities への参加と実施－ 

 ○齊藤 貴浩（大阪大学） ＊前原 忠信（非会員：大阪大学） 

 

10:30-10:50 留学生の社会経済的地位（SES）から見た米国大学留学動機と学生生活の実態 

 ○天木 勇樹（明治大学） 

 

10:50-11:10 優秀学生の特別措置に関する意識調査 

 ○北垣 郁雄 
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Ⅲ－５部会 Ｂ２０８ 
 

質保証Ⅱ 

 
司会： 杉谷 祐美子（青山学院大学） 鳥居 朋子（立命館大学） 

 

9:30-9:50 共通教育カリキュラム改革からみえてきた成果と課題 

  －山口大学におけるカリキュラム改革の功罪－ 

 ○小川 勤（山口大学） 

  

9:50-10:10 偏差値による大学特性の分析について －文系・理工系、国公立・私立の観点から－ 

 ○中島 弘至（東京大学） 

 

10:10-10:30 地域における国立大学の存在意義 －長崎県の住民調査の結果から－ 

 ○川越 明日香（長崎大学） 橋本 健夫（関西国際大学） 

 

10:30-11:10 短期大学学生調査の改訂及びその実施と運用方法に関する研究 

 ○山崎 慎一（桜美林大学） ○堺 完（同志社大学） 山田 礼子（同志社大学） 

 舘 昭（桜美林大学） 

 

 

 

Ⅲ－６部会 Ｂ２１８ 
 

大学評価 

 
司会： 前田 早苗（千葉大学） 西出 順郎（岩手県立大学） 

 

9:30-9:50 戦後大学改革における適格認定に関する議論の状況と各大学の動向 

 ○藤原 将人（立命館大学） 

 

9:50-10:10 大学評価政策の変遷過程に関する一考察 

 ○宋 善英（韓国大学教育協議会） 

 

10:10-10:30 イギリスにおける専門職教育プログラムの承認プロセス 

  －The Health and Care Professions Council に着目して－ 

 ○白旗 希実子（東北公益文科大学） 鈴木 道子（山形県立米沢女子短期大学） 

 

10:30-10:50 単位制度と認証評価/アクレディテーション－日米の政策議論と取組をめぐって－ 

 ○野田 文香（大学評価・学位授与機構） 

 

10:50-11:10 戦間・戦時期における政府と私大経営－「指導監督」政策の展開－ 

 ○伊藤 彰浩（名古屋大学） 
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Ｂ２０７ 

日本の大学院教育を考える（1） 
―第 2 期拡張期の帰結― 

 

司 会   吉田 文（早稲田大学） 

報 告 1．大学院拡充政策後の日本の大学院問題 藤村 正司（広島大学） 

 2．教員から見た社会科学系大学院教育の現状 二宮 祐 （日本工業大学） 

 3．大学院教育のエリート問題：学力トップ層の進路選択にみる現代的危機 

 濱中淳子（大学入試センター） 

コメンテーター 欧米からみた日本の大学院の教育 

     Maresi Nerad（Washington University） 

通 訳  米澤 彰純（名古屋大学）、田中 正弘（弘前大学） 

 

＜趣旨＞ 

第二次世界大戦後に課程制大学院に向けて制度化された日本の大学院であったが、当初は研究者養成

をミッションとした小規模なものであり、旧帝系の大学を中心とした一部の大学に設置されたにすぎな

かった。そうした大学院もこれまで2 回の拡張期を経て現在に至る。 

第 1 の拡張期は、理工系人材育成が課題とされた高度経済成長期であり、理工系学部の大学教員を

育成するために理工系の大学院が拡充されたことに始まるが、その後、修士課程修了生を採用する企業

が増加し、大学院進学率は上昇し、銘柄大学からはじまった修士課程修了後に労働市場に参入するキャ

リアパスは定着をみせている。 

第 2 の拡張期は規制緩和と平成不況が重なった1990 年代であり、理工系以上に人文・社会科学系や

学際領域が中心であった。欧米と比して日本の大学院進学者が少ないことが知識経済化への対応を遅ら

せるとの懸念から出発したが、曖昧な人材需要予測を基に大学院修了者（供給）が増加すれば、労働市

場からの需要が高まるとする楽観的議論がベースにあった。また、この時期は、長期在学コース、夜間

大学院、昼夜開講制など社会人の再学習（教育）のための措置や専門職大学院の制度化など、高度専門

職業人の養成が大学院のもう1 つのミッションとされたことにも特徴がある 

しかしながら、第1 期とは異なり、第2 期において多様な機能を期待されて拡張した大学院は、必ず

しも当初期待された人材育成機能を果たしているとは言いがたく、平成25 年度現在の人文・社会系の

正規就職率は修士課程で5 割、博士課程で3 割に満たない。 

そこで、本研究課題では、こうした経緯をたどってきた日本の大学院に関して、第1 に、現在の拡大

した大学院への進学動向ならびに大学院教育の内容・方法の実態を検討し、第2 に、理工系修士課程修

了者と異なり、人文・社会系大学院修了者が労働市場で評価されない原因を考察することを目的とする。 

これらを検討するのは、第1 については、高度専門職業人の育成をミッションとしたとき、また、大

学院進学者が増加したとき、従来の専門学問の修得を目指しての研究室単位の教育および研究指導が有

効なのか、あるいは教育内容や方法に何らかの変容が生じているのか否かを問とするからであり、第2 
については、供給が需要を生むという論理は、未だもって実現していない原因が、大学院教育の問題な

のか、学生に資質の問題なのか、あるいは、労働市場の問題なのか、3 者の関係構造を解き明かし、こ

れらを総合して、今後の日本の大学院の在り方を考察するためである。 

本課題研究は2か年の継続を予定しており、2014 年度は第1 のテーマを、2015 年度は第2 のテーマ

をとりあげて検討する。 

 

 

課題研究Ⅰ  6 月 28 日（土） 15:10-17:40 
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Ｂ２１８ 

 

高等教育研究と政策 
 
 
司 会   橋本 鉱市（東京大学） 
報 告 1．高等教育研究は政策をどのように扱ってきたか 

 濱中 義隆（国立教育政策研究所） 
 2．高等教育研究と高等教育政策－審議会機能を中心として－ 

 大場 淳（広島大学） 
討論者   横山 晋一郎（日本経済新聞社） 

 
＜趣旨＞ 
高等教育学会は、その設立趣旨にもあるように発足以来、実践、政策課題に寄与するアカデミックな

研究を一つの拠り所としてきた。本学会がこれまで課題研究に掲げてきたテーマの多くも、その時々の

実践・政策的課題と密接に結びつくものだった。だがそれは、政策的課題ではあったかもしれないが、

必ずしも政策自体を対象としたものではなかった。多様な学問領域が交錯し、学術的な基盤を担保しつ

つ、実践に寄与するという当学会の原点に立ち返るテーマの一つとして、今年度の課題研究では高等教

育政策を取り上げる。 
政策をめぐっては、一般的に政策論的知識（いわゆるinの知識）と政策過程論的知識（いわゆるofの

知識）が必要といわれたりするが、以下の2つの報告を軸に進める予定でいる。1つ目は、従来の高等教

育研究は、政策に関わっていかなる側面を課題視し、当該課題に関わる規範や因果関係を明らかにして

きたのか、という点を論じる。ここにおいては、学会誌等に掲載された政策研究をまずは俯瞰すること

を重視する。第1の報告は、いわば鳥瞰的アプローチである。これに対して2つ目は、具体的な政策イシ

ュー等に着目し、そこに錯綜する政策の力学も理解しつつ、高等教育研究の役割と可能性、あるいはそ

の限界も含めて考察を行う。 
以上の2つは、異なるアプローチでありながら相補的なものである。ただし、高等教育研究、ないし

高等教育研究者という視点に立脚したものであり、高等教育研究と政策を論じる上では必ずしも十分と

はいえない。これとは別の重要な視角は、政策立案者の視点や、社会や世論の視点である。今回は後者

の視点を採り上げ、政策動向と高等教育研究の双方を相対視できる位置にあり、世論形成への影響も少

なくないマスメディアの立場から、2つの報告に対するコメントを提示してもらう。 
なお課題研究は従来、3名の報告者で行うことが通例であったが、今回のテーマは会員諸氏によって

受け止め方や立場が分かれることも想定され、またコメントはその性格上、第3の報告としても位置づ

くものと想定される。また、フロアとの議論の時間を十分確保する意味でも、報告者は2人とし、高等

教育研究が政策に対して依って立つ立場や規範を改めて相互に反省的に考察する機会を提供したい。 
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課題研究Ⅱ  6 月 28 日（土） 15:10-17:40 
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Ｂ２０７ 

日本の大学院教育を考える（1） 
―第 2 期拡張期の帰結― 

 

司 会   吉田 文（早稲田大学） 

報 告 1．大学院拡充政策後の日本の大学院問題 藤村 正司（広島大学） 

 2．教員から見た社会科学系大学院教育の現状 二宮 祐 （日本工業大学） 

 3．大学院教育のエリート問題：学力トップ層の進路選択にみる現代的危機 

 濱中淳子（大学入試センター） 

コメンテーター 欧米からみた日本の大学院の教育 

     Maresi Nerad（Washington University） 

通 訳  米澤 彰純（名古屋大学）、田中 正弘（弘前大学） 

 

＜趣旨＞ 

第二次世界大戦後に課程制大学院に向けて制度化された日本の大学院であったが、当初は研究者養成

をミッションとした小規模なものであり、旧帝系の大学を中心とした一部の大学に設置されたにすぎな
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が増加し、大学院進学率は上昇し、銘柄大学からはじまった修士課程修了後に労働市場に参入するキャ

リアパスは定着をみせている。 

第 2 の拡張期は規制緩和と平成不況が重なった1990 年代であり、理工系以上に人文・社会科学系や

学際領域が中心であった。欧米と比して日本の大学院進学者が少ないことが知識経済化への対応を遅ら

せるとの懸念から出発したが、曖昧な人材需要予測を基に大学院修了者（供給）が増加すれば、労働市

場からの需要が高まるとする楽観的議論がベースにあった。また、この時期は、長期在学コース、夜間

大学院、昼夜開講制など社会人の再学習（教育）のための措置や専門職大学院の制度化など、高度専門

職業人の養成が大学院のもう1 つのミッションとされたことにも特徴がある 

しかしながら、第1 期とは異なり、第2 期において多様な機能を期待されて拡張した大学院は、必ず

しも当初期待された人材育成機能を果たしているとは言いがたく、平成25 年度現在の人文・社会系の

正規就職率は修士課程で5 割、博士課程で3 割に満たない。 

そこで、本研究課題では、こうした経緯をたどってきた日本の大学院に関して、第1 に、現在の拡大

した大学院への進学動向ならびに大学院教育の内容・方法の実態を検討し、第2 に、理工系修士課程修

了者と異なり、人文・社会系大学院修了者が労働市場で評価されない原因を考察することを目的とする。 

これらを検討するのは、第1 については、高度専門職業人の育成をミッションとしたとき、また、大

学院進学者が増加したとき、従来の専門学問の修得を目指しての研究室単位の教育および研究指導が有

効なのか、あるいは教育内容や方法に何らかの変容が生じているのか否かを問とするからであり、第2 
については、供給が需要を生むという論理は、未だもって実現していない原因が、大学院教育の問題な

のか、学生に資質の問題なのか、あるいは、労働市場の問題なのか、3 者の関係構造を解き明かし、こ

れらを総合して、今後の日本の大学院の在り方を考察するためである。 

本課題研究は2か年の継続を予定しており、2014 年度は第1 のテーマを、2015 年度は第2 のテーマ

をとりあげて検討する。 
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研究を一つの拠り所としてきた。本学会がこれまで課題研究に掲げてきたテーマの多くも、その時々の

実践・政策的課題と密接に結びつくものだった。だがそれは、政策的課題ではあったかもしれないが、

必ずしも政策自体を対象としたものではなかった。多様な学問領域が交錯し、学術的な基盤を担保しつ

つ、実践に寄与するという当学会の原点に立ち返るテーマの一つとして、今年度の課題研究では高等教

育政策を取り上げる。 
政策をめぐっては、一般的に政策論的知識（いわゆるinの知識）と政策過程論的知識（いわゆるofの

知識）が必要といわれたりするが、以下の2つの報告を軸に進める予定でいる。1つ目は、従来の高等教

育研究は、政策に関わっていかなる側面を課題視し、当該課題に関わる規範や因果関係を明らかにして

きたのか、という点を論じる。ここにおいては、学会誌等に掲載された政策研究をまずは俯瞰すること

を重視する。第1の報告は、いわば鳥瞰的アプローチである。これに対して2つ目は、具体的な政策イシ

ュー等に着目し、そこに錯綜する政策の力学も理解しつつ、高等教育研究の役割と可能性、あるいはそ

の限界も含めて考察を行う。 
以上の2つは、異なるアプローチでありながら相補的なものである。ただし、高等教育研究、ないし

高等教育研究者という視点に立脚したものであり、高等教育研究と政策を論じる上では必ずしも十分と

はいえない。これとは別の重要な視角は、政策立案者の視点や、社会や世論の視点である。今回は後者

の視点を採り上げ、政策動向と高等教育研究の双方を相対視できる位置にあり、世論形成への影響も少

なくないマスメディアの立場から、2つの報告に対するコメントを提示してもらう。 
なお課題研究は従来、3名の報告者で行うことが通例であったが、今回のテーマは会員諸氏によって

受け止め方や立場が分かれることも想定され、またコメントはその性格上、第3の報告としても位置づ

くものと想定される。また、フロアとの議論の時間を十分確保する意味でも、報告者は2人とし、高等

教育研究が政策に対して依って立つ立場や規範を改めて相互に反省的に考察する機会を提供したい。 
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Ｂ１１８ 

 

 

日本高等教育学会主催 IR ワークショップ 

 

日本型 IR をどう作るか 
 

 

オーガナイザー  金子 元久（筑波大学） 山田 礼子（同志社大学） 

 
 
＜趣旨＞ 

高等教育の質保証を推進する方策志向を背景として、既に GPA 制度、CAP 制の導入、単位の実質化等

の方策がすでに多くの大学で実施されているが、そうした方策を十分に機能させ、質保証を推進するた

めには、IR と呼ばれる機能の開発や部門の設置が求められつつある。教育情報の公表に伴い、データを

一元化し、今後稼働する「大学ポートレート」のようにデータを加工することも IR 部門の新たな仕事

となる可能性も高い。さらには、大学のガバナンスの整備が求められるなかで、ガバナンスの支援ツー

ルとしての IR という見方も浮上しつつある。 

IR は、米国の高等教育機関で 1960 年代に誕生したといわれている。教育、経営、財務情報を含む大

学内部の様々なデータの入手や分析と管理、戦略計画の策定、アクレディテーション機関への報告書や

自己評価書の作成を主な仕事として、IR 部門は、米国の多くの高等教育機関に常設されている。こうし

た活動から、組織運営に関する意思決定の支援部門というニュアンスが強い一方で、教育改善のための

データを集積、分析し、教育改善のツールとしての学生調査の開発にもかかわっている。その意味で、

学内の教育の質保証にも深くかかわっているのが IR 部門といえる。 

現在の日本において、進展している IR は政策動向にあわせて変化し、またその多様な意味から、何

が IR かと統一することは極めて困難であるともいえよう。今回のワークショップでは、「日本型 IR を

どう作るか」というテーマのもと、オーガナイザーの趣旨説明を含めて、複数の大学を事例に「当該大

学における IR の特徴と問題」を提示してもらい、フロアの参加者とともに議論することを目的とした

い。IR は教職員の両方が関わるということが予想されることから、教職共同が求められる部門あるいは

機能でもある。多くの教員と職員の両方に是非参加していただき、本音で語り合う機会が提供できれば

幸いである。 

 

 

 

公開シンポジウム  6 月 29 日（日） 13:20-16:20 
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大講義室 

 

公開シンポジウム 

新しい大学・大学院教育の形を考える 

～高度な教養教育と専門教育の融合で何が生まれるか～ 
 

 

報 告 1．新しい大学・大学院教育に関する政策の方向性について（仮題） 

 中岡 司 （文部科学省） 

 2．大学院での教養教育：理想と現実－大阪大学リーディング大学院の試み 

 小林 傳司（大阪大学） 

 3．カリキュラム論と SoTL アプローチからみる共通教養教育： 

 同志社大学の新たな教育プログラム 山田 礼子（同志社大学） 

 4．社会から見た大学教育プログラムについて（仮題） 

 松本 美奈（読売新聞社） 

司会兼コメンテーター  川嶋 太津夫（大阪大学） 

 

＜趣旨＞ 

高等教育上の重要な役割として、社会の各分野・領域において、先導的、牽引的な役割を果たし得る

人材の育成が挙げられる。また、わが国の社会に蔓延する閉塞感を払拭し社会的活力を取り戻すととも

に、産業・経済や学術・科学技術などの様々な分野における国際的競争力を高めていく上で、世界で活

躍できる「グローバル人材」を育成する「知の拠点」としての大学の果たすべき役割にも、大きな注目

が集まりつつある。こうした人材育成にあっては、大学・大学院の教育課程を通して、高い専門性を身

につけるにとどまらず、より高度な学際的、学融合的な知識・能力の涵養を図るとともに、地球規模で

生起する政治・経済的な課題や社会的課題に柔軟に対応できる広い視野や豊かな教養をもつ「グローバ

ルリーダー」を育成する取組も重要である。 

従来より、普遍的な「知」を修得させ、深い洞察力を涵養する教育の役割は、学士課程の 1、2 年次

に開設される教養教育科目に委ねられていた。しかしながら、学生が将来、社会の第一線で活躍する上

で、狭い専門分野の知識・能力の修得にとどまらず、分野・領域横断的でグローバル化にもしなやかに

対応できる知識・能力を会得していく上で、学士課程高年次さらには大学院課程での教養教育の重要性

が強調されるべき時に来ている。そして、今日、博士課程教育リーディングプログラム等のいわゆるリ

ーディング大学院が目指す専門の枠を超え世界に通用する質を備えた大学院学位プログラムのチャレ

ンジにも、大きな期待が集まりつつある。こうしたことから、大学 3、4 年次や大学院課程において高

度な水準で展開される教養教育や副専攻プログラム、さらには高度なグローバル人材の育成を主目的と

する教育組織や教育プログラムなどの果たす役割及びその普及の可能性等について、今、これを考える

ことに大きな意義が認められよう。 

  

グローバル時代の高等教育
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Ｂ１１８ 

 

 

日本高等教育学会主催 IR ワークショップ 

 

日本型 IR をどう作るか 
 

 

オーガナイザー  金子 元久（筑波大学） 山田 礼子（同志社大学） 

 
 
＜趣旨＞ 

高等教育の質保証を推進する方策志向を背景として、既に GPA 制度、CAP 制の導入、単位の実質化等

の方策がすでに多くの大学で実施されているが、そうした方策を十分に機能させ、質保証を推進するた

めには、IR と呼ばれる機能の開発や部門の設置が求められつつある。教育情報の公表に伴い、データを

一元化し、今後稼働する「大学ポートレート」のようにデータを加工することも IR 部門の新たな仕事

となる可能性も高い。さらには、大学のガバナンスの整備が求められるなかで、ガバナンスの支援ツー

ルとしての IR という見方も浮上しつつある。 

IR は、米国の高等教育機関で 1960 年代に誕生したといわれている。教育、経営、財務情報を含む大

学内部の様々なデータの入手や分析と管理、戦略計画の策定、アクレディテーション機関への報告書や

自己評価書の作成を主な仕事として、IR 部門は、米国の多くの高等教育機関に常設されている。こうし

た活動から、組織運営に関する意思決定の支援部門というニュアンスが強い一方で、教育改善のための

データを集積、分析し、教育改善のツールとしての学生調査の開発にもかかわっている。その意味で、

学内の教育の質保証にも深くかかわっているのが IR 部門といえる。 

現在の日本において、進展している IR は政策動向にあわせて変化し、またその多様な意味から、何

が IR かと統一することは極めて困難であるともいえよう。今回のワークショップでは、「日本型 IR を

どう作るか」というテーマのもと、オーガナイザーの趣旨説明を含めて、複数の大学を事例に「当該大

学における IR の特徴と問題」を提示してもらい、フロアの参加者とともに議論することを目的とした

い。IR は教職員の両方が関わるということが予想されることから、教職共同が求められる部門あるいは

機能でもある。多くの教員と職員の両方に是非参加していただき、本音で語り合う機会が提供できれば

幸いである。 

 

 

 

公開シンポジウム  6 月 29 日（日） 13:20-16:20 

 
 

20

 

大講義室 

 

公開シンポジウム 

新しい大学・大学院教育の形を考える 

～高度な教養教育と専門教育の融合で何が生まれるか～ 
 

 

報 告 1．新しい大学・大学院教育に関する政策の方向性について（仮題） 

 中岡 司 （文部科学省） 

 2．大学院での教養教育：理想と現実－大阪大学リーディング大学院の試み 

 小林 傳司（大阪大学） 

 3．カリキュラム論と SoTL アプローチからみる共通教養教育： 

 同志社大学の新たな教育プログラム 山田 礼子（同志社大学） 

 4．社会から見た大学教育プログラムについて（仮題） 

 松本 美奈（読売新聞社） 

司会兼コメンテーター  川嶋 太津夫（大阪大学） 

 

＜趣旨＞ 

高等教育上の重要な役割として、社会の各分野・領域において、先導的、牽引的な役割を果たし得る

人材の育成が挙げられる。また、わが国の社会に蔓延する閉塞感を払拭し社会的活力を取り戻すととも

に、産業・経済や学術・科学技術などの様々な分野における国際的競争力を高めていく上で、世界で活

躍できる「グローバル人材」を育成する「知の拠点」としての大学の果たすべき役割にも、大きな注目

が集まりつつある。こうした人材育成にあっては、大学・大学院の教育課程を通して、高い専門性を身

につけるにとどまらず、より高度な学際的、学融合的な知識・能力の涵養を図るとともに、地球規模で

生起する政治・経済的な課題や社会的課題に柔軟に対応できる広い視野や豊かな教養をもつ「グローバ

ルリーダー」を育成する取組も重要である。 

従来より、普遍的な「知」を修得させ、深い洞察力を涵養する教育の役割は、学士課程の 1、2 年次

に開設される教養教育科目に委ねられていた。しかしながら、学生が将来、社会の第一線で活躍する上

で、狭い専門分野の知識・能力の修得にとどまらず、分野・領域横断的でグローバル化にもしなやかに

対応できる知識・能力を会得していく上で、学士課程高年次さらには大学院課程での教養教育の重要性

が強調されるべき時に来ている。そして、今日、博士課程教育リーディングプログラム等のいわゆるリ

ーディング大学院が目指す専門の枠を超え世界に通用する質を備えた大学院学位プログラムのチャレ

ンジにも、大きな期待が集まりつつある。こうしたことから、大学 3、4 年次や大学院課程において高

度な水準で展開される教養教育や副専攻プログラム、さらには高度なグローバル人材の育成を主目的と

する教育組織や教育プログラムなどの果たす役割及びその普及の可能性等について、今、これを考える

ことに大きな意義が認められよう。 
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公共本部

建築躯体に手を加えることなく
ICT空間を容易に構築。
現在の授業では、 固定されたテーブルに着いて一方的に話を聞く学習
ばかりではなく、 最新のICT機器を用いた授業や、 PBL※などのグループ
単位で能動的に活動するような授業が増えてきています。
そういった授業の中では、通常の 「レクチュア」 から、 グループ毎に
分かれて活動する 「グループワーク」、成果を共有・発表する 「プレゼン
テーション」 や 「ふりかえり」 といった場面の転換が必要不可欠です。
それぞれのシーンにマッチした空間セッティングへの変換が、 スムー
ズかつクイックに実現できるこれからの教室、 それが 「FUTURE 
CLASSROOM®〈フューチャークラスルーム®〉」 の考え方です。
※ PBL（Project Based Learning）：授業形態の一つで「課題解決型授業」のこと。

「フューチャークラスルーム®」は、学校関係者や企業・研究機関と
ご一緒に新しい授業スタイルの研究開発・実証実験を行える場所
として、新川本社ビル（東京都中央区）と大阪支店（大阪府大阪市）
に設置しております。ぜひ、ご来場ください。
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